
令和５年度
大分教育事務所

重点方針に係る事例集

本事例集は、「令和５年度 大分教育
事務所 重点方針」の項目ごとに、管内
で見られた好事例を紹介をしています。
ぜひ、それぞれの学校や教育委員会

で活用していただきたいと思います。



①「熟議」による育成を目指す資質・能力の明確化 【観点Ⅰ，観点Ⅳ】
• 学校・家庭・地域が当事者意識を高めつつ、熟議することで「育成を目指す資質・能力」をより明確にしていきましょう。
• 「育成を目指す資質・能力」をもとに検証・改善を進め、教育課程の見直しにつなげましょう。

学校マネジメントの深化（カリキュラム･マネジメント）

実践例：「熟議」による育成を目指す資質・能力の明確化の実践（由布市立東庄内小学校）
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観点Ⅰ 観点Ⅱ連
動

学校運営協議会で、

東庄内が「目指す子

ども像」を熟議して

います。

熟議の内容を踏まえて、

必要な力を職員間で

整理しています

観点Ⅰ



②学校･家庭･地域の役割分担の明確化や適正化の推進 【観点Ⅳ】
• 学校・家庭・地域がビジョンや課題等を共有し、適切かつ明確な役割分担のもと、三者が教育の担い手となり、地域のよさや創意工夫を
生かした特色ある学校づくりを進めていきましょう。

学校マネジメントの深化（カリキュラム･マネジメント）

実践例：目標協働達成「地域とともにある学校」（臼杵市立川登小学校）

ひまわりフェスタ
当日（１０／８）

学校を核とした
地域づくりの推進

〇２０２２ひまわりフェスタの実践を通して、「自立した地域社会づくり」に参画しています。
〇基盤となる資質・能力「豊かな表現力」の育成に向けて、地域の方との目標協働達成を実践しています。

《地域振興協議会、公民館との連携》

おみくじコーナー顔出し看板 駐車場係への協力
（地域振興協議会）

《総合的な学習の時間》（４，５年生）
「川登のことをもっと知ろう」

５月

６月

７月

８月

９月

10月

川登小学校では、その他にも風連鍾乳洞ガイド、川登和紙づくり、二孝女学習などを通して、学校・家庭・地域の三
者が教育の担い手となり、特色ある学校づくりに取り組んでいます。詳細は、川登小のWebページにてご覧ください。 Webページの

QRコード

ひまわり畑の下見

プレゼン大会

種植え準備 種植え 草取り

会場準備

来客者へのガイド活動

公民館の担当者
⇒地域振興協議会の方紹介（つなぎ）

サポート
①

地域振興協議会
「ひまわり畑」の紹介⇒下見

地域振興協議会
⇒ひまわりのお世話の
アドバイス

地域振興協議会、公民館
⇒プレゼン大会への参加、賛同
⇒子どもたちへ計画実行の依頼

地域振興協議会
⇒会場準備の
支援

《学校運営協議会》

○「ひまわりフェスタ」の年間活動
計画への位置づけ

○豊かな表現力（育成を目指す資質・
能力）育むための役割等についての
熟議【３部会に分かれて】

○子どもたちの学びの姿の共有
⇒子どもたちの発表を聞き、感想や
アドバイスを伝える。

○「ひまわりフェスタ」のまとめ
⇒「大変素晴らしい取組。ぜひ
今後も継続してほしい」。

サポート
②

サポート
③

サポート
④

サポート
⑤



③IＣＴの利点を活用した学校マネジメントの推進・更なる深化【全体】
• 「芯の通った学校組織」第３ステージ（R2～R4）で得られた新たな経験や知見（指導・支援に係るＩＣＴの積極的な導入等）を新たな
共有知としながら、学校マネジメントをさらに深化させていきましょう。

学校マネジメントの深化（カリキュラム･マネジメント）

実践例：ICT活用による学校・家庭・地域の協働の実践（由布市立由布川小学校）

由布市教育委員会

直接出席を希望した委員（３名）

学校関係者

オンライン出席を希望した委員（８名）

※紙資料の事前配付

Zoom
の活用

地域の方々の中で
オンライン会議に
慣れていない方へ
のサポート

R3末（２月）Zoomによる学校運営協議会（オンライン会議）の実施（１回目）

背景

解決
方法

取組
①

取組
②

オンライン会議を経験した
学校運営協議会委員の方の声

○良い経験になった。委員をしていな
ければ、経験することはなかった。

○今、学校が目指していることを実感
することができた（ＩＣＴ活用等）。

PTA関係者（保護者）
の多くは、オンライン会
議の経験あり（強み）

≪画面共有機能の活用≫
※資料等の理解度の向上、
学校側の負担軽減

コロナ禍でも日常的な活動を止めない工夫を！

R3：新型コロナウイルスの感染拡大
→学校の諸活動がストップ、学校運営協議会も書面開催が続く…

R４ （８月）Zoomによる学校運営協議会（オンライン会議）の実施（２回目）

コロナ禍の中でも学校運営協議会を
開催することはできないか…

【具体的なサポート内容】
①オンライン会議の開催を連絡
②Zoom会議の経験の有無を確認

④ Zoom会議の経験がない委員
⇒学校で出席してもらい操作
方法を伝える

（協議資料とイヤホンを用意）

③Zoom会議の経験がある委員
⇒資料を事前送付
（ID、パスコードも）

○コロナ禍でも学校運営協議会を継続して開催する可能性を探り、Zoomを活用することで、ハイブリッドでの対面開催を
実現することができました。

○オンライン会議等を進めるICT活用のスキルを、自校だけでなく他の学校の諸活動（PTA常任委員会、学習活動のライブ
配信等）の活性化にもつなげています。



①単元を通した指導の充実（「付けたい力」を明確にした単元構想）
• 単元を通して付けたい力を明確にし、それらを身に付けるさせために適切な指導計画を構想しましょう。

・授業では、本時の「ねらい」と「評価規準」との整合性を図るとともに、「C 努力を要する状況」にある子どもには、
「B おおむね満足できる状況」に引き上げるための手立てを講じましょう。

・単元や授業の「振り返り」は、単にできた・できなかったに留まるのではなく、既習事項や経験と関連付けたり、今後の学びへ
つなげたりするなど、「振り返り」の充実を図りましょう。

１ 授業改善の徹底（｢教師主体の授業｣ → ｢子ども主体の授業」へ）

実践例：「単元を見通した付けたい力の明確化」（大分市立宗方小学校）

○児童と単元のゴールを共有し、
その達成に向けて学習計画を
組み立てています。

○板書もとても構造的で児童に
とってわかりやすいです。

５年生 社会科

１単位時間ごとの「めあて」 １単位時間ごとの「課題」

実践例：「ねらう『振り返り』を具体的に描き、評価規準との整合性を図る」（大分市立小佐井小学校）

全ての学級において「ねらう
『振り返り』を具体的に描いて、
評価規準との整合性を図りつつ、
その後の学習指導の改善につなげ
ています。

実践例：「振り返りを授業改善に活かす」（由布市立挾間小学校）

A児のノート記述
「前時」の振り返り

本時の導入時に「A児の
振り返り」を用いながら、
児童の学習活動に対する意
識をなめらかにつないでい
ます。

「本時」の振り返りの一部

★Point①：
子ども一人一人の学習を
適切に評価する。
★keyword：
指導と評価の一体化



②１単位時間の指導の充実（「教科の特性を踏まえ、生徒指導の３機能を意識した問題解決的な展開の授業」）

• どの教科も同じような型で授業を行なうのではなく、教科の本質・面白さを大切にした授業を展開しま
しょう。

• 「課題」を提示する際は、既習事項とのズレ、疑問や困りなどから「問い」を設定し、その「問い」を
追究していく過程を重視した授業を行いましょう。

• ICT（1人1台端末）を効果的に活用し、資質・能力を育成する授業を目指しましょう。

１ 授業改善の徹底（｢教師主体の授業｣ → ｢子ども主体の授業」へ）

★Point①：
子どもの「問い」を立て
る力を育てる。
★keyword：
協働して解決できる高い
ハードルを設定

★Point②：
教員のファシリテーター
としての役割。
★keyword：
「ひきだす・つなぐ・
もどす・ひろげる」

（１）現状の把握→既習から未習へつなぐ
・問題に対して、困りの対象を明確にし、

「できないことは何か、はっきりしないことは何か」を焦点化していく

（２）原因の特定→なぜできないのかを子どもに問う ※課題の発見
・既習を活かしつつ、「なぜできないのか」「どんな場合だったらできていたのか」

（３）課題解決の手段の決定→どうすればできるか問う ※課題を自覚
・「知っていることやできることが使えないか」を考え、「こうすればできそうだ」と
いう意識（見通し）を持ち、自分なりの課題解決の手段を決めて、課題追究を始めさせる。

５年生算数（習熟度別指導）「異分母のたし算」 ４年生国語「ポスターを読み比べよう」

児童の声から「め
あて」や「課題」
を設定しつつ、解
決への見通しを明
確に持たせるなど
「子どもと共に創
る授業」を実践し
ています。

実践例：必然性のある課題・明確な課題設定（津久見市立千怒小学校）※見通しのステップ

小グループでの
読み比べの違いや
ズレから課題を位
置づけています。



①子どもたちの安全・安心な「居場所づくり」や「絆づくり」を支える取組の推進
• 子どもたちが「大切にされている」と感じ､互いの個性や多様性を認め合い安全かつ安心して授業や学校生活が送れる風土をつくりましょう。
• 教職員の支援のもと、子どもたちが自分たちで考え、対話し創造できる学校・学級をつくりましょう。
• 必要に応じて、SC・SSW・SL・児童相談所等と連携し、学校を基盤としたチームによる連携・協働の実現を目指しましょう。
※「生徒指導提要（R4.12.文科省）」,「教科の指導と生徒指導の一体化」「チーム学校として機能する学校組織」より

※スクールライフサポーター【市独自の配置】
（１）配置校（R３：７校 R４：９校）
（２）支援内容

①学習支援
②ソーシャルスキルトレーニング
③教育相談（必要に応じて、家庭訪問も実施）

実践例：安全・安心な「居場所づくり」に向けたサポートルームの活用と校内支援体制 （大分市立大東中学校）

相談室前面のホワイトボード

サポートルームの席
（基本的に固定）

相談室での生徒の様子

《大東中学校での校内支援体制》
◇スクールライフサポーターと担当教員を中心とした隙間のない指導・支援
◇SC、SSWとの連携による本人及び保護者との相談体制の充実
◇本人及び保護者と対象とした進路説明会の実施（年３～４回程度）

２ いじめ・不登校対策等の推進



①体力向上プランに基づく１校１実践の推進
• 体力向上プランの重点目標や取組内容等を全教職員で共通理解し、１校１実践を学校教育活動全体で組織的、計画的に進め、
学校の特色や課題に応じた実践を組織的に取り組みましょう。

３ 体力向上の推進

実践例：「１校１実践の活性化と年間を通した意識づけ」の取組(臼杵市立臼杵南小学校)

①通常の学級における「個別の指導計画」の活用・共有・連携
• 子ども一人ひとりの困りに寄り添い、適切な指導や支援を行なうためのツールとして「個別の指導計画」
を活用しましょう。

• 「個別の指導計画」をもとに、目標や指導内容・指導方法等について情報共有しながら見直し、校内で
の連携を図り、組織的な支援につなげていきましょう。

• 必要に応じて、個別の指導計画推進教員・巡回相談を活用し、指導や支援の充実を図りましょう。

４ 特別支援教育の充実

「体力アップ週間」を
定めた取組

児童会と取組について話し合い
「体力アップ週間」の内容を考
えさせることで、運動への愛好
度と併せて、子どもたちの自主
性も同時に育んでいます。

実践例：「個別の指導計画」の活用・共有・連携の取組(臼杵市立野津小学校)

臼杵市においては、本年度、

通常の学級における個別の

指導計画の様式等をアップ

グレードしています。

野津小学校では、個別の指導計画推進教員

の作成手順の説明をもとに、目標や指導内

容・指導方法等について情報共有しながら、

新しい様式で個別の指導計画を作成してい

ました。


